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パンで花粉症に!? (ﾟﾛﾟ屮)知っておきたい「五月の花粉症」 

５月頃から夏にかけて多いアレルギー性鼻炎として、イネ科の花粉が関与している事があ

ります。５月の連休明けに飛びはじめ、春の衣替え、新学期の疲れなどと重なり、症状が

強く出る場合があります。 

イネ花粉症は、スギ・ヒノキ花粉症と同じような鼻の症状、目の症状に加え、皮膚のかゆ

みなど全身症状が出やすいのが特徴です。イネ花粉症はイネ科の食物、特に小麦が症状を

悪化させる傾向が強く、この季節にパンやうどんを食べた後に運動をして、強いアレルギ

ー症状を起す人が目立ちます。５月～７月の季節は小麦の食べ過ぎに注意しましょう。 

「イネ科花粉症の予防と治療は、基本的には花粉症対策と治療と同じ！」(・ω・) / 

１： 水田、堤防が近い場合は、窓を開けるとイネ科花粉が入ってくるので窓を閉めておく。

２：コンタクトレンズは、結膜炎を悪化させたり、花粉が付着しやすいのできれば花粉症

のシーズンは避ける。どうしても必要なら、使い捨てソフトコンタクトレンズを！ 

３：激しい運動がアナフィラキシー（複数のアレルギー症状が、短時間で生じる状態）の

引き金となる事があるので、小麦を含んだ食品を摂取したら運動は控える。 


